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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は, 水稲の気乾種子にⅩ線および二, 三のアルキル化剤による処理を行ない, 突然変異の誘起か

ら実用系統の育成に至る過程で提起されるいくつかの問題点を究明したものである｡

まず, 実用量的形質に関する突然変異の誘起効果を処理次代 (M 2) において適確に把握するため, 原品

種に棄却限界法を適用して危険率を α とする変異の限界を設け, この限界の外側に分布する M2個体の

頻度 (M 2 変異限界外個体出現率) を指標として出穂期を対象にその有効性を検定した｡ この指標は, α

値の設定を誤らぬかぎり, 誘起効果の評価にきわめて有効である｡

つぎに, 量的形質に関する突然変異体を効果的に選抜するため, 原品種の個体変異の正規分布性を利用

して一定の危険率 (α) の下における選抜の上限および下限を設定した｡ それらの外側にある個体を選抜

した場合, 処理区個体集団の大きさを 1, 処理区における突然変異体の頻度をY とすれば, 選抜個体群

(大きさ ∬) の中に含まれる突然変異体の頻度 (y)は

y=1-号(1-Y)

によって推定できる｡

一方, M 3 の早生突然変異系統内で多収型個体を選抜すれば, 無作為に選抜するよりも明らかに多収系

統を獲得しやすいことを認め, 収量に関する M3 世代での個体選抜が有効であることを示した｡

さらに, 梓長に関する45の突然変異系統および出穂期に関する119の突然変異系統の実用量的形質にお

ける変異状態を M 4世代で調べた結果, 長梓および晩生系統中には原品種よりも多収性のものが比較的多

いが, 短梓および早生系統は概して低収性を示すことを認めた｡ この結果から, 有用な短梓 ･早生系統の

創成には供用品種の選定がとくに重要であることが結論された｡

なお,ethyleneimine(EI)およびⅩ線の処理で誘発された種子不稔の遺伝的特性を検討し, EI はⅩ線

よりも接合体的不稔を生じやすく, したがって不稔の淘汰にはより積極的な操作が必要であることを明ら
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かにした｡

以上の実験成績に基づき, 京都府の奨励品種アケポノおよび若葉を供用して有用な早生系統の育成を試

み, M3 世代でそれぞれ約30個体の早生突然変異体を選抜したのち, M4 世代で生産力検定を行なった結

果, アケボノでは4 喋銃が原品種に比べて5-10日の早生化と3.8-18.6%の増収を, また若葉では5系統

が3-5日の早生化と2.4-4.1% の増収を示した｡ これらのうち二, 三の系統は実用化が期待されている｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文は水稲を材料として, 突然変異の誘起から実用系統の育成に至る過程で提起される育種上の重要

な問題点, とくに量的形質に関する変異体の選抜法を究明し, あわせて実用系統の育成を試みたものであ

る｡

まず, 主要な量的形質に関する突然変異の誘起効果を容易にかつ適確に評価しうる1指標を設定してそ

の有効性を実験的に検証し, ついで原品種における個体変異の正規分布性を利用して選抜の上限ならびに

下限を設定し, 選抜個体群中に存在する突然変異体の頻度を高い信頼度で推定する方法を考案している｡

また, 収量のように環境変異の大きい形質に関してもM3 世代における個体選抜が有効であることを示す

とともに, 育種上有望な短梓型あるいは早生塾の突然変異系統について収量に関する解析的調査を行ない,

有用な突然変異系統の育成には供用品種の選定がきわめて重要であることを立証している｡

一方, 著者は育種上の不良変異である不稔の遺伝的特性を解析し,ethyleneimine(EI)はⅩ線に比べて

接合体的不稔を生じやすいことを明らかにし, このような不稔については積極的な除去操作が必要である

ことを指摘している｡

著者はさらに以上の諸結果に基づき, 京都府奨励品種のアケボノおよび若葉を用いて EI 処理による実

用系統の育成を試み, 原品種よりも早生 ･多収の突然変異系統をそれぞれ数系統作出したが, それらのう

ち二, 三の系統は実用化試験において有望と判定されている｡

以上のように, 本論文は突然変異の利用による育種法に重要な新知見を加えたものであり, 育種学なら

びに自殖性作物の育種に寄与するところが大きい｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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